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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

全国での主な事業展開



②函館市交通局（函館市）

⑫阪堺電気軌道（大阪市）

⑬岡山電気軌道（岡山市）

⑭広島電鉄（広島市）

⑯伊予鉄道（松山市）

⑰長崎電気軌道（長崎市）

⑥富山ライトレール（富山市）

⑱熊本市交通局（熊本市）

⑲鹿児島市交通局（鹿児島市）

路面電車・ＬＲＴ等の全国分布状況

④東京急行電鉄（東京都）⑨豊橋鉄道（豊橋市）

③東京都交通局（東京都）

⑮とさでん交通（高知市）

⑤富山地方鉄道（富山市）⑦万葉線（高岡市）

⑧福井鉄道（福井市）

⑩京阪電気鉄道（大津市）

⑪京福電気鉄道（京都市）

凡例：

低床式車両導入事業者(１５社)

LRT導入事業者(1社)

①札幌市交通局（札幌市） 軌道事業者(19社)

○現在、国内では１９社の軌道事業者が路面電車やＬＲＴ（次世代型の軌道交通システム）を運営
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富山市では、北陸新幹線開業・ＪＲ在来線高架化完了後において、富山駅との結節強化を図るとともに公共交
通ネットワークを大幅に向上させるため富山ライトレール㈱富山港線と富山地方鉄道㈱富山軌道線の接続線整
備を段階的に実施する予定。

第１期（延長0.16km）：平成２７年３月１４日開業

富山駅前
電停

富山駅電停

新幹線：平成２７年３月１４日開業
在来線高架化：平成２９年度末完了予定

第２期：平成29年度以降に開業予定

南北接続新線のイメージ

＜プロジェクトの概要＞

第１期（新幹線開業時（平成２７年３月１４日）に開業）

延長0.16km  
下（富山市）－新線区間は全て制振軌道を整備、新設電停はバリアフリー対応
上（富山地方鉄道㈱）－全２２編成中６編成がＬＲＶ、更に31年度まで３編成導入予定

第２期（在来線高架化後（平成２９年度以降）に開業予定）

下（富山市）－新線区間は全て制振軌道を整備、新設電停はバリアフリー対応
上（富山ライトレール㈱）－全７両中７両がＬＲＶ

富山駅電停

富山地鉄 Ｔ１００型ＬＲＶ

平成21年12月開業

検討中

富山地方鉄道㈱富山軌道線
富山ライトレール㈱富山港線

富山市 LRT南北接続事業の概要 （市内電車富山駅乗り入れ）

富山駅電停



札幌駅前通でのループ化（サイドリザベーションによる整備）

36

230

12桑園地域 都心地域

創成川以東地域

既設路面電車線

ループ化(400ｍ)

低床式車両（平成25年5月5日運行開始）

凡例：
既設路面電車線
地下鉄東西線
地下鉄南北線
地下鉄東豊線

4

札幌市 路面電車のループ化事業の概要

札幌市では、経営基盤強化及び都心部内でのまちづくりへの活用のため、路面電車のループ化と延伸を計画
（延伸検討箇所は、都心地域、創成川以東地域、桑園地域）、平成２７年度にループ化の開業を予定し、順次既
設線の電車停留場のバリアフリー化、低床車両の導入を進める予定。

平成１６年度： 路面電車存続を発表
平成２１年度： 「札幌市路面電車活用方針」を策定し、今後は３

地域を対象に延伸の検討
平成２２年度： 路面電車の活用を考える市民会議を実施

平成２３年度： 既設線のループ化実現を目指し、札幌市路面電
車活用計画を取りまとめ

平成２４年度： ループ化に向けた実施設計、低床式車両の
製造に着手

平成２５年度： 法定手続き、低床式車両１編成の運行開始
平成２７年度： 400ｍ延伸し、ループ化開業予定

札幌駅



電車停留場整備イメージ（サイドリザベーション区間）



札幌市ループ化事業の工事の状況



福井市では、利便性の向上を図るために福井鉄道（路面電車）とえちぜん鉄道の乗入事業に着手し、平成２７
年度内の開業を予定している。また、福井駅において、再開発や交通広場の整備を進めるとともに、福井鉄道
の駅前広場への乗り入れ事業に着手し、平成２８年度の開業を目指している。

福井市 相互乗入・駅前広場乗り入れ事業の概要

えちぜん鉄道
三国芦原線

福井鉄道（路面電車）
福武線

福井鉄道駅前線の延伸
（平成２８年度完成予定）

・ＪＲ福井駅から離れている駅前電停
から150ｍ延伸し駅前広場に乗り入
れを予定

延伸区間福井駅

・福井鉄道とえちぜん鉄道
の乗入(浅水～鷲塚針原)

・直通運転により
利便性向上

田原町駅で線路接続
（平成２５年度着手）

ＬＲＶ運行開始（平成25年3月から）

相
互
乗
入
区
間

至 駅前電停→



宇都宮市 LRT導入の検討状況

◆LRT導入ルート（計画区間・優先整備区間））◆LRTの整備に向けたスケジュール

平成２６年度

○ 営業主体の確保等の検討

組織形態の検討、交通事業者ヒアリングの

実施等

〇 交通実態調査に基づく需要推計の実施

平成２７年度

優先整備区間について、特許申請、都市計

画決定等の法定手続き

平成２４年度

平成２５年度

H25.3 「東西基幹公共交通の実現に向け
た基本方針」策定

・東西基幹公共交通に新たな交通システム
としてLRTの導入方針を決定

・JR宇都宮駅東側を優先整備区間とする

○ H25.10 芳賀町から芳賀町区間3kmを
含めて検討するよう要望

○ H25.11 「芳賀・宇都宮基幹公共交通検
討委員会」設置
⇒芳賀町整備区間3kmを含む18kmを全体
計画区間としたルート案となる

宇都宮市では、平成２４年度のLRT導入の基本方針の策定後、検討委員会での検討や交通事業者ヒアリン
グの実施など事業着手に向け様々な検討を進めており、優先整備区間について、平成２７年度に軌道の特許
などの各種法定手続きを行う予定。

・区間延長 JR宇都宮駅東口～芳賀・高根沢工業団地 約15km
・停留所数 19か所

◆優先整備区間（JR宇都宮駅東側）の概要

平成２８年度

工事着手を目指す



宇都宮ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽｾﾝﾀｰ地区

平出工業団地

作新学院大

■宇都宮市 ＬＲＴ導入ルート（全体計画区間・優先整備区間）

延伸区間

芳賀・高根沢工業団地

全体計画区間（桜通り十文字付近～芳賀・高根沢工業団地 約18km）

優先整備区間（ＪＲ宇都宮駅東側 約12km）

全体計画

芳賀町区間

東武宇都宮駅

宇都宮市役所

芳賀町役場

栃木県庁

敷地面積 7.3haＪＲ宇都宮駅東口
（朝の企業バス運行の様子）

総面積 387.6ha
企業数 約35社
従業員 約11,000人
⇒キヤノン㈱や中外製薬工業㈱，
日本たばこ産業㈱などが立地

収容能力
約30,000人

J2 栃木SCの
ホームグラウンド
収容人員 15,589人

総面積 475ha 
企業数 約100社
従業員 約21,000人
⇒ ㈱本田技術研究所やホンダ

エンジニアリング㈱などが立地

芳賀工業団地

県ｸﾞﾘｰﾝｽﾀｼﾞｱﾑ

清原球場

敷地面積 126,000㎡
商業施設面積 50,400㎡
延床面積 157,500㎡
従業員 約2,000人

清原工業団地ＪＲ宇都宮駅

芳賀町
整備区間
（約3km）

宇都宮大学工学部

将来構想
桜通り十文字付近

総面積 304.1ha 
従業員 約5,000人

人口 約16,000人

学生数 約1,200人

学生数 約4,900人

東北自動車道

乗客数 約5,000人/日

乗客数 約35,000人/日 ﾍﾞﾙﾓｰﾙ

宇都宮大学
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富山駅南側の市内電車と北側の富山ライトレールを富山駅高架下で接続し、
公共交通の利便性向上とＬＲＴネットワークの形成を図る

路面電車の南北接続事業

・第１期事業：北陸新幹線開業に合わせて新幹線高架下へ市内電車を乗入れ
・第２期事業：在来線高架化に合わせて市内電車と富山ライトレールを接続

第２期区間整備イメージ

第１期区間整備イメージ

富山市 路面電車 南北接続事業の整備・効果





※ＬＲＴ南北接続後の交通マイクロシミュレーション



門型の架線柱を連続的に配置

① 南口広場内：南北軸線の強調 ② 高架下：ＬＲＶを美しく魅せる
高架下空間をＬＲＶのショーケースとして演出

高架下パース

路面電車の南北接続事業 ～トータルデザインの導入～

富山駅周辺地区（全体空間）の
範囲・領域

ＬＲＴ空間の範囲・領域

＜ＬＲＴ空間のデザインコンセプト＞

富山の象徴的空間となる
ＬＲＴ空間の創出

・富山市街の南北をつなぐ交流の軸
・富山の先進性の象徴

■ＬＲＴ空間のデザインコンセプト

■ＬＲＴ空間の整備

整備イメージ 整備イメージ

富山市 路面電車 南北接続事業の整備・効果



※富山駅前広場等のＣＧ動画



富山市 路面電車 南北接続事業の整備・効果

新幹線高架下 軌道空間



※トランジット・ライティング・ウォール整備の様子（動画）
（停留場西側壁面に富山の工芸ガラスやアルミパネルを設置）
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※富山駅高架下の整備の様子（動画）



路面電車南北接続事業の整備効果（速報）

（１）市内電車利用状況の変化

9％増加

開業前：H27.3.1～3.13における日平均
開業後：H27.3.14～4.13における日平均

富山駅停留場 乗降者数

開業後１ヶ月間における富山駅停留場（新設）と電鉄富山駅・エスタ前停留場（旧富山駅前停留場：
既設）の２停留場の乗降者数合計は、開業前に比べ約１割増加

富山駅停留場の利用状況

（富山駅停留場）

（電鉄富山駅・エスタ前停留場）

(人/日)



路面電車南北接続事業の整備効果（速報）

（２）新幹線開業との相乗効果
①新規利用や来街者の動向（定期外利用人員：定期券利用者を除く利用人員）

富山地方鉄道株式会社集計値
H26：H26.4月～6月における輸送人員
H27：H27.4月～6月における輸送人員
※ＳＦ（Stored Fare）：チャージ式ICカード利用人員

・市内電車（環状線含む）の定期外利用者
は開業前に比べ約２割増加

・現金利用者が約３割増
⇒新規利用や来街者利用の増加

(千人)

20％増加

現金：約28％増加

ＳＦ：約13％増加

632

527



路面電車南北接続事業の整備効果（速報）

（２）富山駅北側への波及効果

平日

7.1％増加

・富山ライトレール利用者（３月～７月）
は前年同時期に比べ
平日は約7％、休日は約15％増加
（全日：約10％増加）

①富山ライトレール利用状況

（現金）
28.2％増加

・現金利用者は前年同時期に比べ
平日、休日ともに約３０％の大幅
な増加が見られる
→来街者、新規利用者の増加

(人) (人)

富山ライトレール株式会社集計値
H26：H26.4月～7月における利用者数
H27：H27.4月～7月における利用者数

413,150
385,760

14.5％増加

（現金）
27.9％増加

148,850

129,980

休日



以前から富山港線を利用

46.7%
（2,331人）

自動車
11.5%
(572人）徒歩

2.8%
(142人）

新規

二輪

1.6%
（81人）

地鉄バス
13.3%
(664人）

タクシー等

3.5% (174人）

20.5% (1,024人)

富山ライトレールでは、それまで出歩かなかった高齢者等が
乗降客の約２割を占める。

公共交通は市民の健康づくりに寄与

【富山ライトレール利用者の以前の利用交通手段（平日）】
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自動車・バス
24.8% (1,236人)



「歩く」ことの健康への効果

-22-


